
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
第
五
条

職
業
安
定
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
求
人
の
申
込
み
）

第
五
条
の
五

公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
及
び
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
求
人
の
申
込
み
は
全
て
受
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
人
の
申
込
み
は
受
理
し
な
い
こ
と
が

で
き
る
。

一

そ
の
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る
求
人
の
申
込
み

二

そ
の
内
容
で
あ
る
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
が
通
常
の
労
働
条
件
と
比
べ
て
著
し
く
不
適
当
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
求
人
の
申
込
み

三

労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
違
反
に
関
し
、
法
律
に
基
づ
く
処
分
、
公
表

そ
の
他
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
者
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。）か
ら
の
求
人
の
申
込
み

四

第
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
明
示
が
行
わ
れ
な
い
求
人
の
申
込
み

五

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
者
か
ら
の
求
人
の
申
込
み

イ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
十
二
条
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）

ロ

法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を

い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執

行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
者
を
含
む
。
第
三
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
に
暴
力
団
員
が
あ
る
も
の

ハ

暴
力
団
員
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

六

正
当
な
理
由
な
く
次
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
に
応
じ
な
い
者
か
ら
の
求
人
の
申
込
み

公
共
職
業
安
定
所
、
特
定
地
方
公
共
団
体
及
び
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
求
人
の
申
込
み
が
前
項
各
号
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、当
該
求
人
者
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

求
人
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
五
本
文
」
を
「
第
五
条
の
五
第
一
項
本
文
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
四
項
中
「
第
五
条
の
五
」
を
「
第
五
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
号
中「（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）」を
削
り
、
同
条
第
五
号
中「（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、

取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る

か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の

支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、同
条
第
八
号
中「
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）」
を
「
暴
力
団
員
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
十
一
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
三
十
三
条
の
二
第
六
項
中
「
第
五
条
の
五
」

を
「
第
五
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
中
「
い
る
と
き
」
の
下
に
「
、
若
し
く
は
第
五
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
に

対
し
て
事
実
に
相
違
す
る
報
告
を
し
た
と
き
」
を
加
え
、「
又
は
第
三
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
五
条
の
五

第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
雇
用
保
険
率
の
変
更
に
関
す
る
暫
定
措
置
）」を

付
し
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条

雇
用
保
険
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
会
計
年
度
に
お
け
る
第
十
二
条
第
五
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
六
十
六
条
第
一
項
、第
二
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
、

同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
（
同
法
に
よ
る
雇
用
保
険
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係

る
分
を
除
く
。）並
び
に
同
法
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
及
び
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
第
六
項

の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
（
同
法
に
よ
る
雇
用
保
険
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
経
費
に
係
る
分
を
除

く
。）」
と
す
る
。

附
則
第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
条
の
二

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
条
中
「
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
」
と
す
る
。

附
則
第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
雇
用
保
険
率
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
一
条

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
第
十
二
条
第
四
項
の
雇
用
保
険
率

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
千
分
の
十
五
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
三
・
五
」
と
、「
千
分
の
十
七
・
五
」
と

あ
る
の
は
「
千
分
の
十
五
・
五
」
と
、「
千
分
の
十
八
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
六
・
五
」
と
し
て
、
同
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
五
項
中
「
千
分
の
十
一
・
五
か
ら
千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の

は
「
千
分
の
九
・
五
か
ら
千
分
の
十
七
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
三
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
一
・
五
ま
で
」
と

あ
る
の
は
「
千
分
の
十
一
・
五
か
ら
千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
四
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
二
・
五

ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
二
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
・
五
ま
で
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
千
分
の
十
一
・

五
か
ら
千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
九
・
五
か
ら
千
分
の
十
七
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十

一
か
ら
千
分
の
十
九
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
九
か
ら
千
分
の
十
七
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
三
・
五
か
ら
千

分
の
二
十
一
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
一
・
五
か
ら
千
分
の
十
九
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
三
か

ら
千
分
の
二
十
一
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
一
か
ら
千
分
の
十
九
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
四
・
五
か
ら
千

分
の
二
十
二
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
二
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
・
五
ま
で
」
と
、「
千
分
の
十
四
か

ら
千
分
の
二
十
二
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
二
か
ら
千
分
の
二
十
ま
で
」
と
す
る
。

（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第

七
十
六
号
。
以
下
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
五
項
中
「
第
三
項
た
だ
し
書
」
の
下
に
「
、
第
五
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第

四
項
中
「
及
び
前
項
」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、「
あ
っ
て
は
、」を
「
あ
っ
て

は
」
に
改
め
、「
翌
日
を
」
の
下
に
「
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
あ
っ
て
は
当
該
申
出
に
係
る
子
の
一
歳
六
か

月
到
達
日
の
翌
日
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え

る
。

４

労
働
者
は
、
そ
の
養
育
す
る
一
歳
六
か
月
か
ら
二
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
申
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
労
働
者
又
は
そ
の
配
偶
者
が
、
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日

（
次
号
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
一
歳
六
か
月
到
達
日
」
と
い
う
。）に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合

二

当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
休
業
す
る
こ
と
が
雇
用
の
継
続
の
た
め
に
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合

５

第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
第
二
号
中

「
一
歳
六
か
月
」
と
あ
る
の
は
、「
二
歳
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
」

の
下
に
「
又
は
第
四
項
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
前
条
第
五
項
」
を
「
前
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
第
二
号
中
「
、
一
歳
六
か
月
」
を
「
一
歳
六
か
月
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
よ
り
育

児
休
業
を
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
歳
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
第
一
項
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、「
、「
、
一
歳
六
か
月
」
と
あ
る
の
は
「
一

歳
六
か
月
」
と
」
を
削
る
。

第
九
条
の
三
中
「
第
五
条
第
三
項
及
び
」
の
下
に
「
第
四
項
並
び
に
」
を
、「
第
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第

三
項
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
章
に
お
い
て
」
を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
措
置
」
の
下
に「（
労
働
者
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
が
妊
娠
し
、
若
し
く
は
出
産
し
た
こ

と
又
は
労
働
者
が
対
象
家
族
を
介
護
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
、
当
該
労
働
者
に
対
し
知
ら
せ
る
措
置
を
含

む
。）」
を
加
え
る
。
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